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・次の要領をご参考にしていただき、ご執筆を願いいたします。
・『現代行動科学会誌』掲載論文は、リポジトリ化をすすめています。そこで、
掲載論文につきましては、著作権を現代行動学会(編集委員会)に委譲いただけますようお願いいたします。

1. 原稿は横書きで、ワードで作成
Ａ４縦紙使用　余白　左30mm、右30mm、上25mm、下25mm
　　原稿頁枚数は、刷り上がりで、10頁（15700字）

2. 原稿の構成は、題目、氏名(所属)　、本文、注、文献の順とする
1頁目　40字×34行(本文)
１行目　柱等について　【論文】・・14pt　左寄せ
２行目　論文等題目　MSゴシック　14pt　　中央
※副題がある場合は行を順に送る
３行目　名前（所属）　MS明朝　10.5pt　　右寄せ
４行目　行をあける
５行目～本文　MS明朝　10.5pt　

2頁目以降～　40字×40行

3. 本文、注ともに和文は全角文字、欧文は原則として半角文字とする
4.  図および表は本文に挿入して提出する
　　原稿種類別の原稿頁枚数は、刷り上がりで以下とする。
論文　10頁　(図表、注も含む)
(1) 図および表のタイトル等の位置は以下のようにする。
(a) 図の場合　　 図本体の下に、図の注、出典、その下に図タイトル
(b) 表の場合　　 表タイトルの下に表本体、表の注、出典
(2) 図および表の番号は、図１、表１というように、それぞれ通し番号とする
(3) 図および表の出典は、版権等の関係から、オリジナルな場合を除き必ず明記する
(4) 必要に応じて、図および表の原著者または著作権所有者から使用許可を得ておく
5. 注は、本文中の該当箇所に、1) 2) のように番号を付し、本文末尾に番号順に記す
6. 文献の記載は、以下の要領で行う（次ページの「文献」リスト例を参照のこと）。
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